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別紙書簡に関する経緯の説明
今年５月、岩屋での事故のお詫びのため丹波市長様、市議会議長様他青垣支所・消防本部・警察署・県民局・青垣町スカイスポーツ運営協議会・ＪＰＡ会長を訪問いたしました。
この訪問は次の理由で緊急性がありました。

行方不明者の捜索人数が延べ1000人を越える中、捜索5日後にエリア内から遺体で発見されたこと。ＪＰＡ会長スクールへ訪問謝罪に伺いましたところ、ＪＨＦ会員による事故であり捜索に関しても多大な迷惑をかけてので、各方面に謝罪をして廻るべきだと指摘をいただきました。
以上の状況を理事会に報告した後日に、会長と理事にて事後処理と事故防止対策の報告で
再訪問をいたしました。

その折市長様、市議会議長様、消防署長様より2007年パラグライディングワールドカップへの協力をしてほしい旨をお話になりました。
当連盟の返答といたしましては、日本におけるこのスポーツの統括団体として、あらゆる面において協力が出来ますので協力要請をしてください、と伝えました。

またＪＨＦが大会に関して協力できる旨は、関係各所並びにスカイスポーツ協議会にも市長さんとの面談内容としてお話して大変喜ばれました。
その後の大会準備について、地元からの協力要請が無いために心配をしていました。

なぜなら諸外国においては、ＰＷＣの競技ルールをカテゴリー２で行っているからです。

また参加選手においては公認ポイントの取得がなされたほうが望ましいと考えるからです。
それゆえに進ちょく状況をスカイスポーツ協議会にお聞きしましたところ、
テイクオフエリアの新設計画には、災害対策と大会後の利用経済性に無理があること、プレ大会を通して本大会の諸外国選手の参加人数の予定が未知数であること、またその他の面においても疑問や不安を抱いているようでした。
追ってＪＨＦ理事会において、統括団体としての可能な協力活動内容を地元行政ならびに関係者に伝え、大会の成功に向けての協力をするべきと判断しました。
そのアピールのために別紙の書簡を送付し、再度の説明に訪問した次第であります。

しかし訪問寸前に、開催進ちょく状況が芳しくなく大会準備委員会が解散した旨を聞き地方紙で確認しました。

よって訪問では文面での説明不十分なところを補うことと、今後における統括団体としての可能な協力内容を日本選手権や世界選手権などを例にあげて説明をいたしました。
また国際組織について、ＪＡＡ配布資料にて一般的なスカイスポーツを例にあげて説明をしました。
その結果、市長さんや助役さんは訪問説明にて大変理解が進み、とても感謝をしてくださいました。

またＰＷＣの開催を重ねて要望をしましたが、市行政としては市民活動には予算を確保して援助はしますが、計画・運営に関しては一切の指導はしないそうです。
今回の開催準備も全て地元関係者の判断にゆだねており、地元の意向を尊重するそうです。

なお予算の確保は議会で説明し確保がされているそうです、そして事業が実施されて初めて支払うものなので未だ支払いはされていないそうです。
ＪＨＦといたしましては進ちょく状況いかんにかかわらず、今後の活動におきましてもより協力をいたしますので、ぜひ協力要請をしてくださいと申し添えをいたしました。

お互い（行政とＪＨＦ）要請されて動くもので、地元の判断を待つことになるそうです。
以上
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